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平成 27（2015）年度事業状況報告書 

 

定款第 5条第 1項の（1）から（6）に掲げる平成 26年度の事業計画実施概要の報告は下記の

通りです。 

記 

1号事業報告：大会セミナー等事業 

(1) 第 54回（2015年度）国際大会の開催 

 平成 27年 8月 29日から 31日まで鹿児島大学（鹿児島県鹿児島市）において，「グローバル

時代の異文化コミュニケーション能力と英語教育」をテーマに第 54 回（2015 年度）国際大会

を開催した。参加者数約 750 人。基調講演 3 件，海外提携学会代表による招待講演 5 件，国内

招待講演１件，全体シンポジウム 1 件，特別委員会報告 2 件，九州・沖縄支部企画シンポジウ

ム 1 件が行われた。さらに，グローバル人材育成特別シンポジウム 1 件，特別企画ポスターセ

ッション（グローバル人材育成）37件， AILA East Asiaシンポジウム 1件， AILA EBIC

シンポジウム 1 件が行われた。その他，研究発表，実践報告，事例研究，シンポジウム，ポス

ターセッション，ワークショップの分野で発表が行われた。 

 会員には，12 月に刊行した『JACET 通信 195 号』にて全体報告と，基調講演，招待講演，

全体シンポジウム，支部企画，特別企画の報告を行った。『JACET 通信 195 号』は学会ウェブ

サイトに掲載された。 後援名義許可をいただいた文部科学省，鹿児島大学，鹿児島県教育委員

会，鹿児島市教育委員会に事業実績，決算報告を行った。 

 (2) サマーセミナ―の開催 

 平成 27年 8月 18日から 20日に草津スカイランドホテル（群馬県吾妻郡草津町）において参

加者 30名で JACET 第 42回（2015年度）サマーセミナーを行った。“Mobile learning in and 

out of the classroom: Balancing blended language learner training”（授業内外のモバイルラ

ーニング：バランスのよりブレンド型言語学習トレーニング）のテーマのもと，講師に The 

University of Western Australia から Mark Pegrum 氏（主任講師），早稲田大学の Glenn 

Stockwell氏，青山学院大学の小張敬之氏を迎え，公募による参加者の発表も行った。活発な論

議が展開され，参加者からも好評であった。講演および発表内容をプローシーディングとしてま

とめて刊行した。 

 (3) 英語教育セミナーの開催 

  平成 27 年 11 月 28 日に神戸学院大学（ポートアイランドキャンパス）において，JACET 第

3 回（2015 年度）英語教育セミナーがグローバル化を見据えた英語教育の先進的取り組みにつ

いて小中高大の英語教育関係者間で情報の共有をはかり，今後の課題を議論することを目的に開

催された。岩見理華氏（神戸大学付属中等教育学校），羽藤由美氏（京都工芸繊維大学），山中司

氏（立命館大学）をパネリストに迎え，「中高大グローバル教育最前線：SGH/SGU 校の取り組

み」というタイトルでシンポジウムを開催した。岩見氏より，SGH の指定を受けた神戸大付属

中等教育学校の取り組みが，羽藤氏からは大学院入試にスピーキング・テストを導入した京都工



 

 

6 

 

芸繊維大学の取り組みがそれぞれ紹介された。 山中氏より立命館大学が掲げるグローバル化の

施策をケースとして取り上げ，SGU において宣言した数値目標達成に向けての取り組みと直面

する課題についての現状が報告された。また，グローバル教育に資する英語教材開発の現状につ

いて理解を深めるために，グローバル賛助会員 19社による新刊英語教科書の展示とコマーシャ

ルプレゼンテーションが行われた。 

(4) 支部大会の開催 

以下のように各地で支部大会を開催した。支部大会で披露された研究成果や知見が各研究者の

研究活動に大きな道標となった。また，研究大会については，各支部ニューズレターで報告され

た。 

• 北海道支部大会  平成 27年 7月 4日 

• 東北支部大会  平成 27年 7月 4日 

• 関東支部大会  平成 27年 7月 12日 

• 中部支部大会  平成 27年 6月 20日 

• 関西支部大会         (春季)平成 27年 6月 27日，（秋季）平成 27年 11月 28日 

• 中国・四国支部大会       (春季)平成 27年 6月 6日，(秋季) 平成 27年 10月 24日  

• 九州・沖縄大会  平成 27年 7月 11日 

(5) 支部講演会の開催 

以下のように，各支部において講演会が開催された。講演会で披露された研究成果や知見が各

研究者の研究活動の大きな道標となった。 

• 関東支部講演会      平成 27年 4月 11日，9月 12日，10月 10 日， 

12月 12日， 平成 28年 1月 9日 

• 中部支部講演会       平成 27年 12月 12日 

• 関西支部 1~3回講演会 平成 27年 7月 11日，10月 17日，平成 28年 3月 5 日 

• 九州・沖縄支部学術講演会 （春期）平成 27年 7月 11日，（秋期）12月 5日 

(6) 支部研究会等の開催 

以下のように各支部において研究会が開催され，これらの研究会で披露された研究成果や知見

が各研究者の研究活動の大きな道標となった。 

・ 北海道支部研究会  平成 27年 5月 23日，10月 17日， 平成 28年 3月 6 日 

・ 東北支部例会  平成 27年 11月 29日 

・ 関東支部月例研究会 平成 27年 5月 9日，6月 13日， 11月 14日 

・     中部支部研究会  平成 27年 10月 24日，平成 28年 2月 20日 

・   中国・四国地区大学間連携イベント Oral Presentation & Performance (OPP)研究会

            平成 27年 12月 13日 

 

2号事業報告：出版物刊行事業 

(1) 『紀要』の刊行 
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平成 28年 1月 30日に『JACET Journal』60号を刊行した。 

会員より応募された論文，リサーチ・ノート，及びブックレビューの 3 つの分野における論

文を厳正に審査し，掲載，非掲載を決定した。それぞれ会員及び英語教育関係者，及び国立国会

図書館，国立情報学研究所へ送付した。海外提携学会等へも送付し，日本の英語教育研究の最新

情報を発信した。 

(2) 『Selected Papers』の発行 

平成 28年 3月 31日『JACET International Convention Selected Papers』2号を発行した。 

国際大会で口頭発表（一般ポスター発表も含む）した発表者の学術研究を奨励し，論文発表の機

会を与え，また海外の学会や英語教育関係者に日本の研究をリアルタイムで発信するため，電子

ジャーナル（オンライン）として発行した。内容は Invited Papers 1編（Kip A. Cates氏）Selected 

Papers 1編，全投稿数 8編であった。また，3号発行のために， 発行スケジュールを決定した。

学会ウェブサイト上に Submission Guidelinesとテンプレートを掲載するとともに， 投稿原稿

の記録と査読者割り振りの簡便化を図るため，オンラインフォームを作成し，投稿を受け付けた。

選考委員会に投稿された原稿の査読を依頼しており， 3号は平成 28年8月中旬発行予定である。 

(3) 『JACET 通信』の刊行 

① 平成 27年 7月 1日に『JACET 通信』194号（日本語， ウェブ版）を刊行 

② 平成 27年 12月 1日に『JACET 通信』195号（日本語， 印刷版および ウェブ版）を刊行

③ 平成 28年 3月 1日に『JACET 通信』196号（英語， ウェブ版）を刊行 

以上， 合計 3 回の通信の刊行を行い， 大学英語教育関連の情報発信に寄与した。学会の最

近の動向や優秀な大学英語教育を紹介することにより， 会員の大学英語教員としての意識を向

上させることができた。また， 国内の他学会からの寄稿により， 学際的な教育や研究の動向を

知ることもできた。 

(4) 支部紀要の発行 

各支部で紀要を発行し， 会員及び英語教育関係者等へ送付した。支部紀要は， 支部会員の学

術研究を奨励し， 論文発表の機会を与えた。また， 日本の英語教育研究の最新情報を発信した。 

・ 『TOHOKU TEFL （JACET 支部紀要）』6号       平成 28年 3月 31日 

・ 『関東支部紀要』3号                             平成 28年 3月 31日 

・ 『中部支部紀要』13号                      平成 27年 12月 20日 

・ 『JACET 関西支部紀要』18号                     平成 28年 3月 31日 

・ 『大学英語教育学会中国・四国支部紀要』13号             平成 28年 3月 31日 

・ 『Annual Review of English Learning and Teaching』20号  平成 27年 11月 30日 

 (5) 支部ニューズレターの発行 

各支部でニューズレターを発行し， 支部活動動向や， 支部会員への英語教育に関する情報提

供と情報交換を行った。 

・ JACET 北海道支部ニューズレター29号  平成 28年 3月 31日 

・ JACET 東北支部通信 42号       平成 28年 3月 31日 
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・ 関東支部ニューズレター5，6号      平成 27年 9月 30日，平成 28年 3月 31日 

・ JACET Chubu Newsletter No.34，35    平成 27年 5 月 10日，12月 20日 

・ 関西支部ニューズレター71，72，73号    平成 27年 5 月 16日，7月 31日，11月 1日 

・ 中国・四国支部ニューズレター15，16号   平成 27年 9月 30日， 平成 28年 1月 10日 

・ 九州・沖縄支部ニューズレター 31号    平成 27年 4月 15日 

 

3号事業報告：表彰事業 

(1) 大学英語教育学会賞の表彰 

第 54 回（2015 年度）国際大会の最終日（平成 27 年 8 月 30 日）に英語教育における研究ま

たは実践上の顕著な業績を通してわが国における大学英語教育の改善と進歩・発展に寄与した本

学会員である個人または団体に対して表彰を行なった。受賞者に対しては賞状とともに記念品を

贈呈した。 

平成 27年度大学英語教育学会賞 

学術出版部門 

受賞者：斉田智里氏（横浜国立大学）  

対象業績：『英語学力の経年変化に関する研究―項目応答理論を用いた事後的投下法による

共通尺度化―』（風間書房，2014年 2月 20日発行） 

新人発表部門 

受賞者：峰松和子（津田塾大学 大学院生） 

対 象 業 績 ：  “ Peer Presentation Activities in the EFL Classroom: Cognitive 

Apprenticeship in a Community of Practice”（2015年 8月 29日発行） 

新人論文部門 

 受賞者：加藤由崇（京都大学大学院生） 

対象業績：研究発表“Transcription and Proof-listening: Investigating Effective Speech 

Reflection”（JACET International Convention Selected Papers Vol.2 掲載） 

 

4号事業報告：協力事業 

(1) 関係学術団体への派遣 

① KATE (The Korea Association of Teachers of English) 

平成 27年 8月 29日に大韓民国で開催された KATE 2015 International Conference に本学

会より学会代表者 1 名を遣し， 研究発表を行なう予定であったが，JACET の国際大会と重な

るため，2015年度は JACET からの派遣はしないこととなった。 

② RELC (Regional Language Centre) 

平成 28年 3月 14日から 16日にシンガポール共和国で開催された RELC Seminar 2015に本

学会より学会代表者 1名を派遣し， 研究発表を行なった。大会参加の成果は学会ウェブサイト

に掲載。 
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③ PKETA (Pan-Korea English Teachers Association) 

平成 27年 10月 18日に大韓民国で開催されたPKETA大会に本学会代表者 1名を派遣し， 研

究発表を行った。大会参加の成果は学会ウェブサイトに掲載。 

④ ALAK (The Applied Linguistics Association of Korea) 

平成 27年 9月 19日に大韓民国で開催された ALAK 2015 International Conference に本学

会より学会代表者 1 名を遣し，研究発表を行なった。大会参加の成果は学会ウェブサイトに掲

載。 

⑤ ETA－ROC(English Teachers’ Association of Republic of China) 

平成 27年 11月 13日から 15日に台湾で開催されたThe 24th International Symposium and 

Book Fair on English Teaching に本学会より学会代表者 1名を遣し， 研究発表を行なった。

大会参加の成果は学会ウェブサイトに掲載。 

⑥ CELEA(Chinese English Language Education Association) 

CELEAの国際大会は 2015年度に国際大会が開催されなかったために，派遣はなかった。 

⑦ Thai TESOL(Thailand TESOL) 

平成 28年 1月 29日から 31日にタイ王国で開催された第 36回 Thai TESOL国際大会に本学

会代表者 1名を派遣し， 研究発表を行った。大会参加の成果は学会ウェブサイトに掲載。 

⑧ MELTA (Malaysian English Language Teaching Association) 

平成 27 年 6 月 1 日から 3 日にマレーシアで開催された 24th MELTA INTERNATIONAL 

CONFERENCE に本学会より学会代表者 1 名を派遣し， 研究発表を行なった。大会参加の成

果は学会ウェブサイトに掲載。 

(2）提携学会からの代表者受け入れ 

第 54 回（2015 年度）国際大会および支部大会において提携学会からの代表者を受け入れ， 

招待講演に係る手配やアテンドを行い友好的な関係を促進した。 

(3) 提携学会派遣代表者とのレセプション 

大学英語教育学会の提携学会からの代表者と第 54回（2015年度）国際大会中（平成 27年 

8月 28日）に本部役員及び国際交流委員が交流及び情報交換をおこなった。 

(4)  AILA EBICミーティングの主催 

平成 27年 8月 27日から 28日に AILA本部の理事のみで構成される AILA EBミーティング

及び，AILA本部理事と所属団体の代表者で構成される AILA EBIC ミーティングを主催した。 

 

5号事業報告：調査研究事業 

(1) 基本語改訂 

基本語改訂のための会議を計２回開催し，改訂作業を終了した。『大学英語教育学会基本語リ

スト 新 JACET8000』を桐原書店より発行した。（発刊日 平成 28年 4月 1日） 

(2) ICT 調査研究 

① シンポジウムの開催 
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平成 27 年 8 月 29 日に第 54 回（2015 年度）国際大会において JACET-ICT 調査研究特別委

員会特別企画としてシンポジウム「異文化交流実践と授業形態，学習成果」を開催した。全国で

行われている ICT を活用した語学授業実践の最前線について発表し， 情報を交換した。 

② 講演会の開催 

平成 27年 12月 22日に早稲田大学で，次世代 e-Learning Forumを開催し，全国会員に向け

講習会・講演会をおこなった。 

③ 報告書の発刊 

平成 26， 27 年の活動と調査を報告書にまとめるとともに， 論文や事例報告としてまとめ，

会員が参考にできるようにした。 

(3) グローバル人材育成 

① 国際大会特別企画ポスタープレゼンテーション 

平成 27 年 8 月 29 日から 8 月 31 日の 3 日間開催された第 54 回国際大会において， 「グロ

ーバル人材育成のための大学英語教育の取り組み『第 3弾』」としてポスタープレゼンテーショ

ン（第 1分野：（小中高大の連携（一部でも可）に焦点を絞った取り組み），第 2分野：（特に複

数の大学同士の相互交流に絞った取り組み）， 第３分野：（諸外国の教育機関との国外連携にお

ける先駆的な活動，組織の取り組み）， 第４分野：（企業や国際機関との異分野連携における先

駆的な活動，組織的な取り組み）をポスタープレゼンテーションとして発表を行った。第 1 分

野 10 件，第 2 分野 5 件，第 3 分野 17 件，第 4 分野 4 件のポスターは『報告書（紙版と PDF

版）』として文部科学省高等教育局に提出した。また，許可を得たポスターのみ JACET ウェブ

サイト上で公開し，会員のみならず社会に広く知らせ，本研究結果を利用できるようにした。 

② 2年間計画 

5つの提案を具体的に実施するまでの筋道と方法論まで含んだ提案書を「外部試験大学実態調

査」（第 1班），と「外部試験調査」（第 2班）のそれぞれの担当班が作り上げた。国際大会特別

企画のグローバルポスターを含んだ形で『最終報告書（紙版と PDF 版）』を作成し，文部科学

省高等教育局に提出した。JACET ウェブサイトに各報告書（個人情報を除いたもの）を公開し，

会員だけでなく社会に広く知らせて，本研究結果が利用できるようにした。 

(4) 専門分野別の研究会活動 

44の研究会がそれぞれの分野での調査研究を基盤として，会員の資質向上，書籍出版，教材 

開発，紀要等での論文発表などの活動を行った。それにより， 大学英語教育の発展に寄与し，

会員相互の専門知識と技能の向上，会員の知見による学術の発展及び社会への還元を行った。ま

た，各研究会の研究成果物を可能な限り公開できるように，そのための整理を行った。 

 

6号事業報告：その他 法人事業 

(1) 諸会議の開催 

① 平成 27年 5月 24日 平成 27年度第 1回理事会 

② 平成 27年 6月 21日 平成 27年度第 2回理事会 
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③ 平成 27年 6月 21日 平成 27年度第 1回定時社員総会 

④ 平成 27年 6月 21日 平成 27年度第 3回理事会 

④ 平成 27年 8月 28日 平成 27年度第 4回理事会 

⑤ 平成 27年 12月 20日 平成 27年度第 5回理事会 

⑥ 平成 28年 3月 21日 平成 27年度第 6回理事会 

(2) その他の委員会の開催 

 定例の各運営委員会， 運営会議， 顧問会議， 支部委員会， 支部役員会を適宜行った。 

(3）会員総会の開催 

 平成 27年 8月 31日に会員総会を行った。平成 26年度事業報告および平成 27年度活動状況

の報告，社員選挙に関する説明を会員に行い， 意見交換をおこなった。 

(4) 『会員名簿』の刊行 

会員情報の提供，定款等規則の開示を目的として『一般社団法人大学英語教育学会（JACET）

会員名簿』を平成 27年 12月 1日に発行した。 

(5) 支部総会の開催 

 各支部において，支部総会を開催した。 

・ 北海道支部総会    平成 27年 7月 4日 

・ 東北支部総会     平成 27年 7月 4日 

・ 関東支部総会     平成 27年 7月 12日 11月 14日 

・ 中部支部総会     平成 27年 6月 20日 12月 12日 

・ 関西支部総会     平成 27年 11月 28日 

・ 中国・四国支部総会  平成 27年 6月 6日 

・ 九州・沖縄支部総会  平成 27年 7月 11日 

以上 

 

 

 

 


